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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
バ
カ
と
軍
事
オ
タ
ク
と
召
喚
獣

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
８
８
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ア
ゲ
ハ
蝶

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
物
語
は
明
久
Ａ
ク
ラ
ス
で
す
。
Ｆ
ク
ラ
ス
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
空
気
に
な

っ
て
ま
す
。
そ
れ
と
中
坊
が
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
嫌
な
方
は
読
ま
な
い
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
多
分
不
定
期
更
新
で
す
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定
１
（
前
書
き
）

こ
の
物
語
は
、
作
者
の
趣
味
全
開
で
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
嫌
な
方
、
ま
た

は
つ
い
て
い
け
る
気
が
し
な
い
、
と
い
う
方
は
ブ
ラ
ウ
ザ
ボ
タ
ン
の
戻
る
を
ク

リ
ッ
ク
。
で
す
が
一
応
説
明
は
書
く
つ
も
り
で
す
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
定

・
石
井
拓
馬

い
し
い
た
く
ま

１
７
３
ｃ
ｍ
 

中
肉
中
背

趣
味
：
ゲ
ー
ム
（
Ｆ
Ｐ
Ｓ
，
レ
ー
ス
ゲ
ー
ム
）

２
つ
名
：
現
代
に
蘇
っ
た
山
本
五
十
六

好
き
な
も
の
：
銃
，
戦
闘
機
，
軍
艦
（
第
二
次
大
戦
の
時
の
物
）
，
甘
い
も
の

嫌
い
な
も
の
：
虫
，
辛
い
も
の
，
苦
い
も
の

得
意
科
目
：
日
本
史
、
世
界
史
、
国
語
（
４
３
０
～
６
２
０
点
）

苦
手
科
目
：
保
健
体
育
、
古
典
、
英
語
Ｗ
（
１
５
０
～
２
２
０
点
）

・
本
作
品
の
主
人
公
。
木
下
家
や
明
久
と
は
幼
馴
染
み
で
、
料
理
が
出
来
る
が

明
久
に
は
負
け
る
。

姫
路
の
料
理
を
食
べ
て
も
少
し
手
足
に
力
が
入
ら
な
く
な
る
ぐ
ら
い
で
済
む
く

ら
い
体
が
丈
夫
。

性
格
は
優
し
い
が
一
度
戦
闘
が
始
ま
る
と
優
子
や
秀
吉
た
ち
が
止
め
な
い
限
り

戦
闘
狂
に
な
る
。
基
本
は
怒
ら
な
い
が
明
久
た
ち
が
傷
つ
け
ら
れ
る
と
一
気
に

凶
暴
に
な
る
。
成
績
は
Ａ
ク
ラ
ス
上
位
に
入
る
程
で
、
教
え
る
の
も
上
手
く
、

そ
の
実
力
は
明
久
と
秀
吉
を
Ａ
ク
ラ
ス
に
入
れ
る
程
。
銃
を
持
っ
て
き
て
い
て
、

エ
ア
ガ
ン

そ
れ
を
使
用
し
た
時
の
実
力
は
Ｆ
Ｆ
Ｆ
団
を
１
０
分
で
制
圧
出
来
る
程
だ
が
、

武
器
が
な
い
と
秀
吉
に
す
ら
負
け
る
。
知
略
に
富
ん
で
お
り
そ
の
実
力
は
雄
二

と
互
角
。

・
召
喚
獣

姿
は
第
二
次
大
戦
の
時
の
日
本
海
軍
と
一
緒

武
器
：
Ｍ
１
ガ
ー
ラ
ン
ド
、
Ｍ
１
Ａ
１
ト
ン
プ
ソ
ン
の
内
の
ど
ち
ら
か
１
つ
と

無
反
動
砲
１
つ

ガ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ン
プ
ソ
ン
：
リ
ロ
ー
ド
一
回
に
つ
き
二
点
消
費
、
無
反
動
砲
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一
回
に
つ
き
１
０
点

腕
輪
（
一
対
一
の
時
は
使
用
不
可
）
：
航
空
支
援
・
・
・
五
分
に
一
回
使
用
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
数
の
半
分
を
消
費
。
最
高
で
も
単
教
科
で

２
０
０
点
、
総
合
科
目
で
２
６
０
０
点
ま
で
消
費
す
る
。
機
銃
掃
射
・
・
・
一

回
に
つ
き
１
０
０
点
分
の
攻
撃
力
が
あ
る
。
全
部
で
五
回
出
来
る
。
爆
撃
・
・
・

一
回
だ
け
出
来
る
。
５
０
０
点
分
の
威
力
と
半
径
２
ｍ
の
加
害
範
囲
が
あ
る
。

機
甲
師
団
・
・
・
二
分
に
一
回
使
用
可
。
点
数
の
約
三
分
の
一
を
消
費
す
る
。

一
台
に
つ
き
十
発
、
全
部
で
五
台
出
現
、
一
発
に
つ
き
十
点
分
の
威
力
と
半
径

７
５
ｃ
ｍ
の
加
害
範
囲
が
あ
る
。

艦
砲
射
撃
・
・
・
十
点
だ
け
残
し
て
他
の
点
数
を
す
べ
て
消
費
す
る
。
一
発
に

つ
き
４
５
０
点
分
　
の
威
力
と
半
径
５
ｍ
の
加
害
範
囲
が
あ
る
。
一
回
に
つ
き

８
～
１
２
発
、
三
回
撃
つ
こ
と
が
出
来
る
。
射
程
が
新
校
舎
の
端
か
ら
旧
校
舎

の
端
ま
で
あ
る
が
水
の
そ
ば
で
な
い
と
使
え
な
い
。
（
ト
イ
レ
や
水
道
な
ど
）
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オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定
１
（
後
書
き
）

主
人
公
が
若
干
チ
ー
ト
な
気
も
す
る
が
気
に
し
た
ら
負
け
だ
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
：
み
な
さ
ん
の
一
番
好
き
な
授
業
と
い
え
ば
？
作
者
は
社
会
（
歴
史
）
が

好
き
で
す
。

こ
ん
な
小
説
で
大
丈
夫
か
？
や
一
番
い
い
小
説
を
頼
む
。
と
か
、
そ
う
い
う
意

見
や
ダ
メ
出
し
を
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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